予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　　　
	事業名 新 スポーツ科学センター備品整備事業費

(濁河測定機器分)


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　清流の国推進部　競技スポーツ課　ジュニアアスリート発掘・育成係　
電話番号：058-297-7003
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11173@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　42,361千円（前年度予算額： 0千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	42,361
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	42,361

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）

スポーツ科学センター（ＳＳＣ）の支所である御嶽濁河高地トレーニングセンターの機能向上・維持を図るため、測定用・トレーニング用機器の整備を行う。
（２）事業内容
以下の備品・消耗品を購入する。
　　【備品】

○エアロバイク　　　　　　　　　　　　　　　３台
○低酸素ルーム　　　　　　　　　　　　　　　１台
○スプリントトレーニングマシーン　　　　　　１台
○高速トレッドミル　　　　　　　　　　　　　２台
○スプリントマシーン　　　　　　　　　　　　２台
○車軸移動式パワーバイク　　　　　　　　　  １台

○血中乳酸素測定器　　　　　　　　　　　　　２台

○血中乳酸素測定器コントロールＰＣ　　　　　２台
○体組成計　　　　　　　　　　　　　　　　　１台
○エアロバイク（有酸素測定） 　　　　 　　　３台
○パルスオキシメーター　　　　 　　　　　 １０個
○パルスオキシメーターデータ解析ソフト　　　１個
○パルスオキシメータープローブ　　　　　　１０台

○自動尿分析装置　　　　　　　　　　　　　　１個

○高気圧酸素カプセル　　　　　　　　　　　　３台

○超音波治療器　　　　　　　　　　　　　　　１台

○心拍モニター　　　　　　　　　　　　　　２０個

○デジタルビデオカメラ　　　　　　　　　　　２台

○スポーツコーチングカム　　　　　　　　　　２台

○解析用パソコン　　　　　　　　　　　　　　４台

○映像編集ソフト　　　　　　　　　　　　　　１個

○ＮＩＳＨＩ光電管　　　　　　　　　　　　　１個

○三脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４個

○解析用パソコン　　　　　　　　　　　　　　１台

○ラバーセットダンベル　　　　　　　　　　　１個

○上肢トレーニング機器　　　　　　　　　　　１台

○健康モニタリング装置（血中Hb値測定）　　 １台

　　【消耗品】
　　　○尿検査用試験紙　　　　　　　　　　　　　１０枚

　　　○機器設備用テント　　　　　　　　　　　　　１個

　　　○ドラムコード　　　　　　　　　　　　　　　４個
　　　○コマンダー（トレーニング用重量袋）　　　　２個

　　　○バランストレーナー　　　　　　　　　　　　３個

　　　○ウィルスバスター　　　　　　　　　　　　　２個

　　　○動画変換ソフト　　　　　　　　　　　　　　１個

　　　○フォームローラー　　　　　　　　　　　　　５個

　　　○ミニバンド　　　　　　　　　　　　　　　　３個　
（３）県負担・補助率の考え方

　　  県10／10（県有施設の整備であるため）　
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	備品購入費
	41,921
	ｴｱﾛﾊﾞｲｸ、低酸素ﾙｰﾑ、ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼｰﾝ、高速ﾄﾚｰｯﾄﾞﾐﾙ、ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾏｼｰﾝ、車軸移動式ﾊﾟﾜｰﾊﾞｲｸ、血中乳酸素測定器、血中乳酸素測定器ｺﾝﾄﾛｰﾙＰＣ、体組成計、ｴｱﾛﾊﾞｲｸ（有酸素測定）、ﾊﾟﾙｽpｷｼﾒｰﾀｰ、ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰﾃﾞｰﾀ解析ｿﾌﾄ、ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰﾌﾟﾛｰﾌﾞ、自動尿分析装置、高気圧酸素ｶﾌﾟｾﾙ、超音波治療器、心拍ﾓﾆﾀｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ、ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾁﾝｸﾞｶﾑ、解析用ﾊﾟｿｺﾝ、映像編集ｿﾌﾄ、ＮＩＳＨＩ光電管、三脚、解析用ﾊﾟｿｺﾝ、ﾗﾊﾞｰｾｯﾄﾀﾞﾝﾍﾞﾙ、上肢ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器、健康ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置（血中Hb値測定）

	消耗品費
	440
	尿検査用試験紙、機器設備用ﾃﾝﾄ、ﾄﾞﾗﾑｺｰﾄﾞ、ｺﾏﾝﾀﾞｰ(トレーニング用重量袋)、ﾊﾞﾗﾝｽﾄﾚｰﾅｰ、ｳｨﾙｽﾊﾞｽﾀｰ、動画変換ｿﾌﾄ、ﾌｫｰﾑﾛｰﾗｰ、ﾐﾆﾊﾞﾝﾄﾞ　

	合計
	42,361
	


	　決定額の考え方　




４  参考事項

（１）後年度の負担
スポーツ科学センターの機能向上と維持を図るため、測定対象となるトップアスリート等のニーズを踏まえながら整備していく。

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　スポーツ科学センターの機能向上・維持のため、科学トレーニング計測にかかる測定備品及び消耗品について整備を行う。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	
	％

	
	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	
	％


○指標を設定することができない場合の理由
	スポーツ科学センターの支所である御嶽濁河トレーニングセンターの機能向上を図るため、その都度必要な測定機器が発生することから、目標設定は困難。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	スポーツ科学センターの支所として高地トレーニングにおける運動能力測定体制を整え、競技力向上のために機器の整備は必要。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	高地トレーニングに必要な運動能力測定機器の整備は、選手の競技力向上に有効である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
スポーツ科学センターの支所として高地トレーニングを行うが、科学的

トレーニングに必要な機器整備が十分ではないため、整備・更新が必要と
なる。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

次年度以降も、選手等のニーズを踏まえながら、競技力向上に繋がる機

器整・更新を行う。


